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1:25,000 活断層図 濃尾断層帯とその周辺 

「谷汲」 解説 

 

濃
のう

尾
び

断層帯は，両
りょう

白
はく

山地から濃尾平野北方にかけて位置し，温
ぬく

見
み

断層，濃尾断層帯主

部，揖
い

斐
び

川
がわ

断層帯および武
む

儀
ぎ

川
がわ

断層からなり，それぞれ概ね北西－南東方向に延びる断層

帯とされている（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）． 

本図には，濃尾断層帯を構成する断層の武儀川断層，揖斐川断層，濃尾断層帯主部に包

括される根尾
ね お

谷
だに

断層，黒
くろ

津
づ

断層の一部，梅原
うめはら

断層，長滝
ながたき

断層をはじめ，谷汲
たにぐみ

断層，木
こ

知
ち

原
ぼら

断層と推定活断層が記載されている． 

 

武儀川断層は，岐阜県本巣市から山県市を経て武儀郡武芸川町に至る，全長約 29 km の

断層である（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図における武儀川断層は，

本巣市根尾
ね お

長嶺
ながみね

付近から山県市田
た

栗
ぐり

まで武儀川に沿って北西－南東方向にほぼ直線状に

延びる長さ約 18 km の 左横ずれを主体とした活断層で，本巣市根尾東
ひがし

板
いた

屋
や

付近で黒津断

層が合流する．リニアメント（直線的な地形）全体にわたって断層運動による顕著な谷や

尾根の左屈曲が認められることから活断層と判断した．なお，本巣市根尾奥谷
おくだに

の平
ひら

曽
そ

洞
ほら

で

のトレンチ調査では，破砕した基盤岩の破砕及び基盤上面の堆積物の変形を確認し，出現

した断層の形態から横ずれ成分が卓越することが報告されており（金田，2009b），本調査

結果と矛盾しない． 

梅原断層は，本巣市から美濃加茂市，坂祝町境界に至る，全長約 36 km の断層である

（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図における梅原断層は，本巣市金
きん

原
ばら

付近から山県市山
やま

ヶ
が

崎
さき

まで分岐断層を伴いながら北西－南東方向に走行する長さ約 12 km

の左横ずれを主体とする活断層で，北東側に位置する長滝断層，西側に位置する根尾谷断

層と並走する．梅原断層は， 1891 年濃尾地震（以下「濃尾地震」という．）に伴って活動

し，地表地震断層を出現させた（村松ほか，2002）．断層全体に断層運動による明瞭で系

統的な谷の左屈曲が認められる．伊自良
い じ ら

川の低地を横切る区間では，新期の沖積層の堆積

によって断層変位地形は極めて不明瞭であるが，沖積低地を挟んだ活断層の連続性と濃尾

地震の地震断層が断続的に出現したことから，活断層は伏在して連続していると判断した．

梅原断層については，山県市高田
こうでん

付近におけるトレンチ調査の報告がなされており，断層

による変位を伴う複数回の地震活動があったことが認められている（京都大学防災研究所，

1983；岡田ほか，1992）． 

長滝断層は，本巣市根尾口
くち

谷
だに

付近から山県市長滝を経て同市掛
かけ

に至る北西－南東方向に

走行する長さ約 11 km の左横ずれを主体とする活断層で，南側に位置する梅原断層と並走
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する．断層運動による谷や尾根の系統的な左屈曲と釜
かま

ヶ
が

谷
たに

山西方に明瞭な逆向き低断層崖

が認められることから活断層であると判断した． 

根尾谷断層は，福井県大野市南部から 岐阜市北西部に至る全長約 30 km の断層である

（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図における根尾谷断層は，本巣市根

尾長嶺付近から同市根尾水鳥
み ど り

で大きく左にステップし，岐阜市岩
いわ

利
り

付近まで全体的には北

西－南東方向に直線状に走行する長さ約 24 km の左横ずれが卓越する活断層である．断層

の中央部にあたる根尾水鳥付近では，断層線はクランク状に屈曲し，直線状の本断層の中

でも特異な形状を示している（松田，1974）．断層全体に断層運動による明瞭で系統的な

谷の左屈曲が認められるほか，中位段丘面上に断層運動による撓曲崖（本巣市根尾門脇
かどわき

付

近）や低断層崖（同市根尾越卒
お っ そ

付近），明瞭な逆向き低断層崖（同市根尾平
ひら

野
の

付近）が確

認できることから活断層とした．同市根尾水鳥付近には後述する濃尾地震に伴う地震断層

が出現し，極めて明瞭で典型的な断層崖を作り出している．ただし，本断層南東端の岐阜

市佐野付近から同市岩利付近にかけて沖積錐を横切る範囲を含む区間では，明瞭な変位地

形は確認できないために，推定活断層とした． 

根尾谷断層は，濃尾地震に伴って活動し，地表に地震断層を出現させた（松田，1974）．

特に本巣市根尾水鳥では高さが 6 m に及ぶ断層崖が現れ，国の特別天然記念物に指定され

ている（佐藤ほか，1992）．この断層においては，根尾水鳥でのトレンチ調査（佐藤ほか，

1992）のほか， 金原
きんばら

北（宮腰ほか，1989），金原南（隈元ほか，1992），根尾門脇（粟田ほ

か，1999）といった本巣市の各地区でトレンチ調査が実施され，本断層が繰り返し活動し

ている活断層であることが報告されている．根尾水鳥のトレンチは地震断層観察館と名付

けられた施設にて保存・展示がなされている．なお，根尾谷断層のうち岐阜市伊
い

洞
ぼら

以東の

区間を，地震調査研究推進本部の長期評価（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）

では三田
み た

洞
ぼら

断層帯（三田洞断層）としているが，本図では根尾谷断層とした． 

揖斐川断層は，岐阜県揖斐郡揖斐川町から本巣市に至る，全長約 24 km の断層である

（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図における揖斐川断層は，本巣市田洞
たんぼら

付近から八
や

谷
たに

谷
だに

に沿って両岸を根尾
ね お

西谷川
にしたにがわ

まで二条の断層線が北西－南東に並走する長

さ約 8 km の左横ずれを主体とする活断層である．北側の断層は同市根尾越卒において，

根尾西谷川右岸を南下する南側の断層は同市根尾水鳥で，それぞれ根尾谷断層に接続する．

両断層には，断層運動による谷の左屈曲が系統的に認められると共に，根尾越卒の段丘面

上の低断層崖，本巣市根尾大
おお

井
い

字大井の西方における北東側隆起（南西落ち）の逆向き低

断層崖，根尾水鳥北方の孤立丘陵などの明瞭な変位地形が認められる．なお，大井付近の

トレンチ調査では，下位段丘構成礫層を上下に変位させる明瞭な断層が確認されている

（金田，2009a）． 

 谷汲断層は，揖斐川町東
ひがし

津
つ

汲
くみ

から同町東
ひがし

屋
や

敷
しき

まで揖斐川と根尾川の間を直線状に北西
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－南東方向に走行する長さ約 12 km の活断層で，揖斐川町東津汲から同町下神原
しもかんばら

までは山

間部を，下神原から東屋敷までは山間に分布する沖積低地に沿って走行する．谷汲
たにぐみ

名礼
な れ

付

近では，断層運動によると考えられる分離丘陵が認められる．沖積低地を通る区間におい

ても地形的な特徴より活断層の存在が推定される区間は，活断層が伏在していると判断し

た． 

木知原断層は，岐阜市雛蔵
ひなくら

付近から本巣市木知原までほぼ東西に走行する長さ約 5 km

の活断層で，断層中央付近に断層運動による明瞭な谷の系統的な右屈曲が認められる． 

本図の北東部には，二条の推定活断層が分布する．山県市神崎
かんざき

から五
ご

入
にゅう

道
どう

に至る推定

活断層は，山県市神崎から同市五入道まで北西－南東方向に走行し複数の谷の左屈曲と鞍

部を伴うリニアメントであるものの，断層活動による明瞭な変位地形が認められなかった

ため，推定活断層とした．また，本巣市根尾松
まつ

田
だ

から南東に延びるリニアメントには，調

査により比較的大きな谷の系統的な左屈曲が認められたものの，明瞭ではなかったため推

定活断層とした． 

（広島大学名誉教授 中田 高） 
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